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は
じ
め
に
　
古
典
籍
調
査
を
し
て
い
て
『
古
今
和
歌
集
』
の
古
写
本
に
出
会
っ
て
も
、
あ
ま
り
喜
び
は
感
じ
な
い
も
の
で
あ
る
。
奥
書
を
真
っ
先
に
確
認
し
て
、「
貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
」・「
桑
門
明
静
」
と
あ
る
の
を
一
瞥
し
て
、「
あ
あ
や
っ
ぱ
り
」
と
溜
息
を
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
嘉
禄
二
年
四
月
九
日
」
と
あ
っ
て
も
反
応
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
法
名
明
静
・
俗
名
藤
原
定
家
の
校
訂
に
な
る
「
定
家
本
古
今
集
」
が
、
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
い
か
に
そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
長
く
流
布
本
の
地
位
に
あ
っ
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
本
文
の
研
究
的
な
価
値
は
、
既
知
の
定
家
本
善
本
に
及
ば
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
冷
淡
な
反
応
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
定
家
は
生
涯
に
十
七
度
は
『
古
今
集
』
を
書
写
し
て
お
り 
（
１
）
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
催
さ
れ
た
東
京
古
典
会
「
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
」
に
も
、
三
条
公
敦
筆
と
さ
れ
る
嘉
禎
三
年
八
月
十
五
日
付
の
定
家
（
明
静
）
本
奥
書
を
有
す
る
『
古
今
集
』
写
本
が
出
品
さ
れ
た
よ
う
に
、
希
少
な
年
紀
の
伝
本
も
あ
る
の
で
油
断
は
禁
物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
僥
倖
に
は
と
ん
と
巡
り
逢
え
な
い
ま
ま
、「
や
っ
ぱ
り
貞
応
本
か
」
と
呟
く
経
験
を
何
度
重
ね
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
た
だ
そ
れ
で
も
明
静
以
外
の
奥
書
が
続
い
て
い
る
と
、
現
金
な
物
で
俄
に
興
味
が
湧
い
て
く
る
。『
古
今
集
』
の
古
写
本
に
定
家
（
明
静
）
以
外
の
奥
書
が
存
す
る
こ
と
は
比
較
的
珍
し
い
か
ら
で
あ
る 
（
２
）
。
　
本
稿
は
そ
う
し
た
本
文
的
に
は
あ
り
ふ
れ
た
古
今
集
古
写
本
に
存
す
る
あ
る
奥
書
を
起
点
と
し
て
、
室
町
時
代
東
国
武
士
の
和
歌
集
の
書
写
活
動
の
有
り
様
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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室
町
期
東
国
武
士
が
書
写
し
た
八
代
集
―
―
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
・
雲
岑
筆
『
古
今
和
歌
集
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
　
　
佐
々
木　
孝　
浩
一　
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
の
『
古
今
和
歌
集
』
　
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵
の
日
本
古
典
籍
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
稿
者
は
約
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
松
野
陽
一
館
長
（
当
時
）・
大
高
洋
司
教
授
を
代
表
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
調
査
研
究
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
古
典
籍
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
朝
鮮
半
島
の
日
本
化
を
進
め
る
目
的
で
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
本
を
憎
む
こ
と
な
く
大
切
に
し
、
朝
鮮
動
乱
の
際
に
は
疎
開
ま
で
し
て
守
ら
れ
た
と
聞
く
に
つ
け
て
も
、
愛
書
の
国
で
あ
る
韓
国
な
ら
で
は
の
こ
と
と
、
調
査
の
度
毎
に
敬
服
の
思
い
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
さ
て
そ
の
蔵
書
中
で
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
古
写
本
が
あ
る
。
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
彼
国
で
誂
え
ら
れ
た
布
帙
を
開
い
て
取
り
出
す
と
、
ず
っ
し
り
と
重
量
感
の
あ
る
綴
葉
装
一
帖
の
本
が
現
れ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
末
尾
か
ら
確
認
す
る
と
案
の
定
、
定
家
の
貞
応
二
年
奥
書
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
も
確
認
で
き
た
。
　
　
弘
治
三
年
九
月
日
書
之　
雲
岑
軒
早
雪
（
花
押
）
　
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
と
い
え
ば
大
内
氏
が
毛
利
元
就
に
滅
ぼ
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
真
っ
只
中
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う
な
動
乱
の
時
代
に
『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
た
「
早
雪
」
な
る
出
家
者
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
な
る
遁
世
者
と
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
同
時
代
の
武
田
信
玄
（
一
五
二
一
〜
一
五
七
三
）
や
上
杉
謙
信
（
一
五
三
〇
〜
一
五
七
八
）
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。「
雲
岑
軒
」
と
の
軒
号
も
、
風
雅
な
人
物
を
想
像
さ
せ
る
が
、
豊
後
大
友
氏
の
重
臣
で
勇
猛
な
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
戸
次
鑑
連
（
一
五
一
五
〜
一
五
八
五
）
も
、「
麟
伯
軒
道
雪
」
と
号
し
て
お
り
、
や
は
り
名
の
み
で
人
物
像
を
推
し
量
る
の
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
無
駄
な
空
想
は
そ
の
く
ら
い
に
し
て
、
こ
の
早
雪
と
い
う
人
物
を
知
る
手
掛
り
で
あ
る
写
本
自
体
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
こ
か
ら
そ
の
教
養
や
財
力
・
身
分
な
ど
を
あ
る
程
度
識
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
書
誌
学
的
な
事
項
の
整
理
を
行
っ
て
お
く
。
　
古
今
和
歌
集　
二
十
巻　
綴
葉
装　
一
帖
 
 　
　
（
古
五
・
五
二
・
一
九
二
、
貴
・　
）
３４４
　
縹
色
地
花
亀
甲
繋
龍
文
空
押
表
紙
（
表
は
紺
色
艶
出
紙
を
貼
り
重
ね
て
補
修
す
る
）（
二
五
・
七
×
一
九
・
二
糎
）。
左
肩
に
題
簽
剥
落
痕
。
内
題
は
「
古
今
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
料
紙
は
艶
の
あ
る
厚
手
の
楮
打
紙
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
三
糎
、
半
葉
九
行
（
序
八
行
）・
歌
28
一
行
書
。
八
折
、
墨
付
一
六
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
奥
書
は
前
述
の
通
り
で
、
蔵
書
印
は
「
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
蔵
書
」。
　
第
四
折
の
左
外
一
丁
は
喉
元
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
欠
脱
は
無
い
。
第
八
折
の
外
か
ら
第
二
・
三
枚
目
は
左
半
葉
が
切
断
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
遊
紙
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
奥
書
識
語
の
類
が
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
定
家
本
の
勘
物
は
あ
る
が
、
朱
合
点
・
声
点
は
な
い
。
　
端
正
な
筆
致
で
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
入
木
道
の
修
行
を
相
当
積
ん
だ
ら
し
く
思
わ
れ
、
両
面
書
写
に
耐
え
る
上
質
な
料
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
早
雪
は
そ
れ
な
り
に
高
貴
な
人
物
か
、
高
貴
な
人
物
の
周
辺
に
い
た
人
物
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
の
『
古
今
和
歌
集
』
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
写
本
が
数
多
く
現
存
す
る
同
集
に
あ
っ
て
は
、
特
に
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
の
文
芸
活
動
の
有
り
様
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
た
伝
本
な
の
で
あ
る
。
二　
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
　
朝
鮮
総
督
府
旧
蔵
本
中
の
勅

集
古
写
本
と
し
て
、
問
題
の
『
古
今
集
』
と
同
様
に
注
目
で
き
る
も
の
に
『
拾
遺
和
歌
集
』
が
あ
る
。
同
じ
く
そ
の
書
誌
事
項
を
確
認
し
て
み
た
い
。
　
拾
遺
和
歌
集　
二
十
巻　
袋
綴
（
六
目
綴
）　
二
冊
 
（
古
五
・
五
二
・
二
一
七
）
　
縹
色
横
簀
目
表
紙
（
二
五
・
八
×
一
九
・
四
糎
）。
左
肩
水
色
地
金
泥
下
絵
題
簽
に
「
拾
遺
和
歌
集
上
（
下
）
」（
本
文
同
筆
）
と
あ
る
。
内
題
は
「
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
料
紙
薄
手
楮
打
紙
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
二
糎
。
半
葉
一
〇
行
・
歌
一
行
書
。
墨
付
は
上
冊
八
二
・
下
冊
八
五
丁
。
遊
紙
前
一
丁
。
奥
書
は
次
の
通
り
。
　
（
上
冊
）
天
文
十
六
年
七
月
日
／　
釋
雲
岑
（
花
押
）（「
書
之
」

消
）
　
（
下
冊
）
彼
上
下
巻
任
写
本
書
之
者
也
／
天
文
十
六
年
七
月
下
旬
書
之
／　
釋
雲
岑
（
花
押
）
　
下
綴
は
二
箇
所
の
紙
釘
装
で
室
町
時
代
の
袋
綴
本
で
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
表
紙
の
綴
穴
が
六
つ
で
あ
る
の
は
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。
同
筆
の
異
本
注
記
が
あ
る
。
蔵
書
印
は
「
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
蔵
書
」
と
あ
る
他
、
末
尾
に
「
月
明
荘
」
と
あ
る
。
　
こ
ち
ら
は
『
古
今
集
』
よ
り
十
年
早
い
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
書
写
で
あ
る
が
、
綴
葉
装
よ
り
一
般
的
な
装
訂
で
あ
る
袋
綴
本
で
あ
る
た
め
か
、
貴
重
書
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
注
意
さ
れ
る
の
は
そ
の
筆
者
で
、
署
名
に
「
釋
雲
岑
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
軒
号
で
は
な
い
も
の
の
「
雲
岑
」
の
名
は
共
通
し
て
お
り
、
筆
跡
と
花
押
を
比
較
し
て
29 室町期東国武士が書写した八代集――韓国国立中央図書館蔵・雲岑筆『古今和歌集』をめぐって――
み
る
と
一
致
す
る
こ
と
が
直
ち
に
判
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
こ
の
両
者
の
関
係
を
ど
の
様
に
考
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
代
勅

集
で
あ
る
『
古
今
集
』
と
第
三
代
の
『
拾
遺
集
』
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
緒
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
の
だ
が
、
揃
い
本
と
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
は
認
め
が
た
く
も
あ
る
の
で
あ
る
。
十
年
は
人
の
一
生
に
お
い
て
は
短
い
期
間
で
は
な
い
、『
拾
遺
集
』
の
方
が
先
に
写
さ
れ
て
い
る
、
奥
書
の
署
名
の
書
き
方
が
異
な
る
、
装
訂
と
半
葉
の
行
数
が
異
な
る
、
表
紙
も
共
通
で
は
な
い
等
々
、
無
視
で
き
な
い
相
違
点
が
数
多
く
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
本
の
大
き
さ
と
字
面
の
高
さ
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
は
、
装
訂
の
違
い
か
ら
し
て
も
偶
然
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
袋
綴
本
は
綴
葉
装
よ
り
大
き
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
大
き
さ
の
一
致
は
『
古
今
集
』
が
『
拾
遺
集
』
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 　
『
拾
遺
集
』
と
『
古
今
集
』
と
が
揃
い
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
な
る
と
、
両
集
の
間
に
成
立
し
た
『
後

集
』
も
加
わ
っ
た
「
三
代
集
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
に
続
く
勅

集
も
制
作
さ
れ
て
い
て
、「
八
代
集
」
や
「
二
十
一
代
集
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
三　
雲
岑
筆
写
本
を
求
め
て
　
雲
岑
筆
の
他
の
勅

集
写
本
探
索
の
手
掛
り
が
「
雲
岑
・
早
雪
」
の
名
と
、
天
文
・
弘
治
の
年
代
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
世
期
の
和
歌
に
関
す
る
無
名
に
近
い
人
物
の
情
報
を
求
め
る
の
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
三
部
作
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 
室
町
後
期
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
、
改
訂
新
版
一
九
八
七
）
の
索
引
で
探
す
と
、
四
五
二
頁
に
「
釈
雲
岑
と
い
う
人
物
が
、
十
三
年
九
月
後

集
（
東
大
本
）
を
、
十
六
年
三
月
千
載
集
（
東
洋
大
学
に
て
の
展
観
）
を
、
十
七
年
八
月
後
拾
遺
集
（
上
野
理
氏
に
依
る
）
を
写
し
た
。
誰
で
あ
る
か
今
明
ら
か
で
な
い
」
と
い
う
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 　
『
拾
遺
集
』
奥
書
に
「
釈
雲
岑
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
同
一
人
物
の
写
本
と
考
え
て
よ
い
。
雲
岑
は
天
文
十
三
年
か
ら
十
七
年
の
間
に
、
拾
遺
の
他
に
、
後

・
後
拾
遺
・
千
載
の
三
集
も
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
集
名
を
見
れ
ば
、
少
な
く
と
も
八
代
集
を
書
写
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
金
葉
・
詞
花
・
新
古
今
の
三
集
も
書
写
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。
　
も
う
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が
、『
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版 
弘
文
荘
待
賈
古
30
書
目
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
）
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵
の
『
拾
遺
集
』
に
は
「
月
明
荘
」
印
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
貴
重
な
古
典
籍
の
み
を
扱
っ
た
伝
説
的
な
古
書
店
で
あ
る
弘
文
荘
（
店
主
反
町
茂
雄
（
一
九
〇
一
〜
一
九
九
一
））
の
商
品
で
あ
っ
た
徴
で
あ
る
。
弘
文
荘
は
目
録
販
売
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、
高
額
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
価
値
を
明
確
に
し
購
入
判
断
の
手
助
け
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
目
録
の
解
説
は
詳
細
で
学
術
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
年
代
の
新
し
い
目
録
に
は
図
版
も
豊
富
で
あ
る
の
で
、
現
在
で
は
そ
の
目
録
自
体
が
貴
重
な
学
術
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
目
録
を
活
用
す
る
た
め
に
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
総
索
引
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
八
、
一
九
九
八
に
増
訂
版
）
も
出
版
さ
れ
、
希
少
で
入
手
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
録
の
全
画
像
を
納
め
、
検
索
ソ
フ
ト
も
付
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
ロ
ム
版
（
一
九
九
八
）
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
に
先
だ
っ
て
制
作
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
そ
の
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、
筆
者
で
「
雲
岑
」
や
「
早
雪
」
を
検
索
し
て
み
た
が
該
当
す
る
本
は
見
つ
か
ら
な
い
。
諦
め
ず
に
書
写
年
に
「
天
文
」、
作
品
名
に
「
和
歌
集
」
と
入
力
し
て
検
索
し
て
み
る
と
、
筆
者
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
天
文
十
六
年
写
の
『
拾
遺
和
歌
集
』
が
見
つ
か
り
、
更
に
天
文
十
三
年
の
『
後

和
歌
集
』
と
同
十
六
年
の
『
千
載
和
歌
集
』
も
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
拾
遺
と
後

は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
の
『
新
興
古
書
展
（
目
録
）』
に
、
千
載
は
昭
和
十
八
年
の
『
新
興
古
書
展
（
目
録
）』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
目
録
を
画
像
で
確
認
し
て
み
る
と
、
新
興
古
書
展
は
共
同
の
即
売
会
で
あ
る
の
で
、
弘
文
荘
単
独
の
目
録
と
は
異
な
っ
て
解
説
が
簡
略
で
、「
後

和
歌
集　
天
文
十
三
年
古
写
本　
二
冊
」・
「
拾
遺
和
歌
集　
天
文
十
六
年
古
写
本　
二
冊
」・「
千
載
和
歌
集　
天
文
十
六
年
古
写
本　
二
冊
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
『
拾
遺
集
』
が
当
該
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、『
後

集
』
と
『
千
載
集
』
も
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
で
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 　
『
千
載
集
』
は
昭
和
二
十
六
年
六
月
の
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
録
二
〇
』
に
再
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
説
に
、「
ほ
ゞ
美
濃
判
大
、
袋
綴
り
十
行
、
歌
一
行
書
。
下
巻
末
に
「
彼
上
下
巻
任
写
本
書
之
者
也　
天
文
十
六
年
三
月
中
旬
書
之　
釋
雲
岑
（
花
押
）」
と
あ
り
。
濃
墨
美
書
、
原
装
上
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
価
格
は
千
八
百
円
で
あ
る
。
こ
の
『
千
載
集
』
奥
書
は
『
拾
遺
集
』
下
冊
の
も
の
と
日
付
以
外
は
同
文
で
あ
る
。
僅
か
に
四
カ
月
早
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
当
然
で
も
あ
る
が
、
奥
書
の
文
章
の
共
通
性
は
八
代
集
を
作
成
し
よ
う
と
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 　
「
弘
治
」
と
「
和
歌
集
」
で
の
検
索
で
は
、
当
該
す
る
『
古
今
集
』
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は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
　
と
も
か
く
も
、
推
測
ど
お
り
雲
岑
は
八
代
集
の
書
写
を
企
て
て
、
少
な
く
と
も
古
今
・
後

・
拾
遺
・
後
拾
遺
・
千
載
の
五
集
を
確
実
に
書
写
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
四　
雲
岑
筆『
後
霽
集
』・『
後
拾
遺
集
』・『
金
葉
集
』
　
続
い
て
は
新
た
に
存
在
が
判
明
し
た
写
本
の
所
蔵
先
を
追
跡
し
て
み
た
い
。
 　
『
後

集
』
は
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
に
「
東
大
本
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
東
京
大
学
の
所
蔵
先
は
総
合
図
書
館
を
始
め
と
し
て
幾
つ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
手
始
め
に
『
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
古
典
籍
目
録
』（
二
〇
〇
〇
）
に
当
た
っ
て
み
る
と
、「
天
福
２
・
元
亨
４
・
天
文　
」
の
奥
書
を
有
す
る
『
後

集
』
二
冊
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
１３
き
た
。
書
誌
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
先
の
古
今
・
拾
遺
の
両
集
に
併
せ
て
そ
の
書
誌
を
次
に
示
し
て
お
き
た
い
。
　
後

和
歌
集　
二
〇
巻　
袋
綴
（
六
目
綴
）　
二
冊
 
（
中
古
一
一
、
五
・
一
）
　
縹
色
横
簀
目
表
紙
（
二
五
・
九
×
一
九
・
九
糎
）。
左
肩
水
色
地
金
泥
下
絵
題
簽
「
後

和
歌
集
上
」（
本
文
同
筆
、
下
冊
剥
落
）。
内
題
は
「
後

和
歌
集
巻
第
一
（
〜
二
十
）」。
料
紙
薄
手
楮
打
紙
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
四
糎
。
半
葉
一
〇
行
・
歌
一
行
書
。
墨
付
は
上
冊
八
一
・
下
冊
一
一
八
丁
。
遊
紙
各
冊
前
一
丁
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。
　
（
上
冊
）
天
文
十
三
年
九
月
日
書
之
／　
釋
雲
岑
（
花
押
）
　
（
下
冊
）
天
福
二
年
三
月
二
日
庚
子
重
以
家
本
終
書
功
／
于
時
頽
齢
七
十
三
眠 
昏
平
疼 
寧
成
字
哉
／
（
マ
マ
）
同
十
四
日
令
讀 
五
人 
落
字
等
訖
（
マ
マ
）
天
福
二
年
四
月
六
日
校
之　
（
＊
前
後
の
定
家
校
合
勘
物
省
略
）
元
亨
四
年
十
月
十
四
日
』
天
文
拾
三
年
九
月
上
旬
書
之
／　
雲
岑
（
花
押
）
　
下
綴
二
箇
所
の
紙
釘
装
。
作
者
勘
物
・
異
本
注
記
少
々
あ
り
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
定
家
真
筆
本
に
な
い
注
記
も
あ
る
。
印
記
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」。
　
下
冊
の
二
つ
目
の
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
本
奥
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
定
家
の
書
写
と
校
合
奥
書
で
あ
る
。
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
の
本
奥
書
は
本
来
、「
…
十
四
日
以
家
説
授
浄
弁
律
師
了　
前
亜
相
判
」
と
続
く
、
二
条
為
世
の
弟
子
浄
弁
へ
の
伝
授
奥
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
小
松
茂
美
旧
蔵
伝
九
条
道
則
筆
本
や
松
田
武
夫
旧
蔵
園
林
文
庫
旧
蔵
本
等
に
し
か
見
え
な
い
珍
し
い
も
の
で
あ
る 
（
３
）
。
　
書
写
奥
書
の
書
き
方
は
『
拾
遺
集
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
大
き
さ
や
表
紙
と
題
簽
、
半
葉
行
数
に
字
面
高
さ
、
そ
し
て
六
目
綴
で
あ
る
こ
と
な
32
ど
も
共
通
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
三
年
の
間
が
あ
っ
て
も
両
者
が
揃
本
と
す
る
た
め
に
書
写
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
　
続
い
て
井
上
著
書
で
「
上
野
理
氏
に
依
る
」
と
さ
れ
て
い
た
『
後
拾
遺
集
』
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
教
授
で
あ
っ
た
故
上
野
博
士
の
蔵
書
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、『
上
野
理
旧
蔵
資
料
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
〇
九
）
も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
上
冊
の
み
の
本
が
著
録
さ
れ
、
図
版
や
詳
し
い
解
説
も
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
同
様
の
整
理
を
し
て
み
た
い
。
　
後
拾
遺
和
歌
集　
二
〇
巻
・
存
巻
一
〜
一
〇　
袋
綴
（
六
目
綴
）　
一
冊
 
（
上
野
理
旧
蔵
資
料
七
）
　
縹
色
横
簀
目
表
紙
（
二
六
・
〇
×
一
九
・
五
糎
）。
左
肩
水
色
地
金
泥
下
絵
題
簽
「
後
拾
遺
和
歌
集
上
」（
本
文
同
筆
）。
内
題
「
後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
十
）」。
料
紙
薄
手
楮
打
紙
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
三
糎
。
半
葉
一
〇
行
・
歌
一
行
書
。
墨
付
は
九
六
丁
。
遊
紙
は
前
後
各
一
丁
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。
　
　
天
文
十
七
年
霜
月
日
書
之
／　
釋
雲
岑
（
花
押
）
　
作
者
勘
物
・
異
本
注
記
あ
り
。
印
記
「
早
稲
田
文
庫
」
の
他
、「
月
明
荘
」。
　
こ
ち
ら
は
『
拾
遺
集
』
の
翌
年
の
書
写
で
、『
後

集
』
と
も
共
通
す
る
装
訂
と
書
式
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 　
「
東
洋
大
学
に
て
の
展
観
」
と
あ
る
『
千
載
集
』
に
つ
い
て
は
、
東
洋
大
学
教
授
で
希
代
の
大
蔵
書
家
で
あ
っ
た
吉
田
幸
一
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
求
め
て
、『
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
古
典
文
庫
旧
蔵
書
目
録
』（
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
〇
）
を
当
た
っ
て
み
た
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
東
洋
大
学
関
係
者
の
個
人
所
蔵
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
、
現
蔵
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
　
結
局
『
千
載
集
』
に
つ
い
て
は
弘
文
荘
の
目
録
以
上
の
情
報
を
得
ら
れ
な
い
の
だ
が
、「
ほ
ゞ
美
濃
判
大
、
袋
綴
り
十
行
、
歌
一
行
書
。
…
濃
墨
美
書
、
原
装
上
本
」
と
の
記
述
か
ら
し
て
も
、
他
と
同
様
の
造
本
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
下
冊
の
書
写
奥
書
「
彼
上
下
巻
任
写
本
書
之
者
也　
天
文
十
六
年
三
月
中
旬
書
之　
釋
雲
岑
（
花
押
）」
も
、
月
日
以
外
は
『
拾
遺
集
』
下
冊
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
。
目
録
に
記
述
は
な
い
が
、
上
冊
に
も
年
紀
と
署
名
の
み
の
奥
書
が
あ
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
三
集
の
他
に
、
幸
い
に
も
『
金
葉
集
』
も
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
岡
山
県
出
身
の
和
歌
研
究
者
に
し
て
大
蔵
書
家
で
あ
っ
た
正
宗
敦
夫
は
、『
金
葉
集
』
古
写
本
の
収
集
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
蔵
書
の
一
部
は
岡
山
市
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
特
殊
文
庫
目
録
』（
一
九
七
五
）
を
見
て
み
る
と
、
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「
天
文
一
六
写
（
釈
雲
岑
筆
）」
と
あ
る
『
金
葉
和
歌
集
』
の
存
在
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
松
田
武
夫
『
金
葉
集
の
研
究
』（
山
田
書
院
、
一
九
五
六
）
や
、
平
澤
五
郎
『
金
葉
和
歌
集
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
）
で
も
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
実
見
を
許
さ
れ
た
の
で
こ
ち
ら
も
同
様
に
整
理
し
て
み
た
い
。
併
せ
て
本
文
と
書
写
奥
書
部
分
の
図
版
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
　
金
葉
和
歌
集　
十
巻　
袋
綴
（
六
目
綴
）　
一
冊
 
（
正
宗
敦
夫
本
・
Ｉ
・
二
〇
）
　
縹
色
横
簀
目
表
紙
（
二
五
・
八
×
一
九
・
四
糎
）。
左
肩
題
簽
は
上
層
が
剥
が
れ
て
、
基
部
の
素
紙
の
み
存
す
。
内
題
「
金
葉
和
歌
集
巻
第
一
（
〜
十
）」。
料
紙
薄
手
楮
打
紙
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
五
糎
。
半
葉
一
〇
行
・
歌
一
行
書
。
墨
付
一
〇
二
丁
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。
　
　
写
本
云 仁
治
元
年
十
一
月
日
書
写
畢
／　
沙
弥
寂
身
以
中
院
民
部
卿
為
家
入
道
本
校
合
畢
彼
本
／
奥
書

者
自
筆
本
也
　
　
　
　
　
写
本
云 文
永
十
年
五
月
七
日
及
晩
書
写
畢
即
／
校
合  
在
判 
写
本
云 文
保
三
年
三
月
十
四
日
書
写
畢
件
本
木
戸
／
部
本
親
盛
歌
人
女
姓
ニ
借
請
之
』　
前
黄
門
藤
久
在
判
長
享
二
年
正
月
下
三
日
書
写
畢
此
写
本
／
雖
不
明
鳥
跡
且
故
筆
也
任
本
書
之
」
彼
一
巻
任
写
本
書
之
者
也
／
天
文
十
六
年
卯
月
中
旬
書
之
／　
釋
雲
岑
（
花
押
）
下
綴
二
箇
所
の
紙
釘
装
。
異
本
注
記
あ
り
。
印
記
「
正
宗
／
敦
夫
／
文
庫
」。
　
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
奥
書
は
、
晩
年
は
三
河
等
に
住
し
た
、
家
集
も
あ
る
武
家
歌
人
寂
身
の
も
の
で
、
俊
頼
自
筆
と
い
う
為
家
所
持
本
で
校
合
し
た
と
い
う
。
続
く
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
の
奥
書
の
主
は
不
明
で
あ
る
。
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
の
奥
書
は
内
容
も
良
く
判
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
該
当
す
る
前
中
納
言
の
「
藤
久
」
な
る
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
の
奥
書
の
主
も
不
明
で
あ
る
が
、『
後

集
』
の
元
亨
四
年
奥
書
の
様
に
省
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
物
々
し
い
奥
書
が
続
く
割
に
親
本
の
素
性
が
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
ま
で
に
存
在
が
判
明
し
た
六
集
を
、
書
写
さ
れ
た
順
に
整
理
し
34
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
）  
九
月　
後

集
　
　
　
　
一
六
年
（
一
五
四
七
）  
三
月　
千
載
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月　
金
葉
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月　
拾
遺
集
　
　
　
　
一
七
年
（
一
五
四
八
）
一
一
月　
後
拾
遺
集
　
　
弘
治　
三
年
（
一
五
五
七
）  
九
月　
古
今
集
　
集
の
成
立
順
に
書
写
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
『
古
今
集
』
を
除
く
五
集
が
、
五
年
間
に
書
写
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
の
装
訂
や
大
き
さ
、
書
式
、
奥
書
の
形
式
な
ど
を
等
し
く
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
雲
岑
が
早
い
段
階
か
ら
八
代
集
の
揃
本
を
作
成
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
袋
綴
本
は
揃
っ
て
か
ら
同
じ
大
き
さ
に
化
粧
裁
ち
し
、
同
じ
表
紙
と
題
簽
を
付
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
書
式
や
奥
書
等
は
揃
え
る
意
識
が
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
　
ま
た
こ
の
書
写
順
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
既
存
の
八
代
集
を
転
写
し
た
の
で
は
な
く
、
各
集
の
伝
本
を
探
し
求
め
、
そ
れ
を
披
見
で
き
た
順
に
書
写
し
て
い
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
但
し
、
唯
一
の
綴
葉
装
で
あ
り
、
半
葉
九
行
の
書
式
や
奥
書
の
記
述
も
異
な
る
『
古
今
集
』
は
、
書
写
年
代
も
や
や
離
れ
て
い
る
の
が
や
は
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り
気
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
み
は
同
じ
一
具
の
も
の
と
考
え
な
い
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
他
と
同
様
に
書
写
し
て
お
い
た
『
古
今
集
』
を
、
贈
答
品
と
す
る
為
等
の
目
的
で
、
よ
り
高
級
な
装
訂
で
あ
る
綴
葉
装
に
転
写
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
誰
か
に
贈
ら
れ
た
『
古
今
集
』
が
、
巡
り
巡
っ
て
ソ
ウ
ル
の
地
で
同
じ
筆
者
の
『
拾
遺
集
』
と
邂
逅
し
た
と
も
考
え
が
た
く
、
こ
の
『
古
今
集
』
も
他
の
集
と
一
緒
に
伝
来
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
詞
花
・
新
古
今
の
両
集
は
、
伝
本
を
借
り
得
ず
書
写
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も
探
し
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
五　
雲
岑
の
素
性
　
こ
れ
ら
の
写
本
の
有
す
る
意
義
を
明
確
に
す
る
に
は
、
や
は
り
雲
岑
の
素
性
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
井
上
博
士
が
不
明
と
さ
れ
る
く
ら
い
の
人
物
で
は
あ
る
が
、
我
々
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
と
い
う
新
し
い
利
器
が
あ
る
。
試
し
に
「
雲
岑
」
と
入
力
し
て
み
る
と
、
い
と
も
簡
単
に
「
上
杉
憲
賢
」
と
い
う
人
物
が
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
信
頼
性
に
問
題
が
あ
り
、
追
認
が
必
須
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
時
代
の
人
物
辞
典
と
し
て
最
も
詳
細
な
『
戦
国
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
）
の
同
項
を
見
て
み
る
と
、
生
年
未
詳
で
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
四
月
六
日
に
没
し
た
武
蔵
国
衆
に
し
て
深
谷
城
主
で
あ
っ
た
人
物
で
、
史
料
の
初
見
で
あ
る
天
文
十
年
に
は
既
に
出
家
し
て
法
名
「
静
賢
（
乗
賢
）」
と
名
告
っ
て
い
る
こ
と
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
三
月
に
は
北
条
氏
に
属
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
永
禄
元
年
十
二
月
に
、「
清
陰
斎
」
と
号
し
て
揮
毫
し
た
漢
詩
軸
を
新
田
世
羅
多
の
長
楽
寺
に
寄
進
し
た
こ
と
や
、「
義
竹
（
庵
）
雲
岑
静
賢
」
と
も
号
し
た
こ
と
も
判
る
の
で
あ
る
。
熊
谷
市
の
東
竹
院
の
中
興
開
基
と
も
な
っ
て
お
り
、
宗
旨
が
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
年
代
的
な
齟
齬
も
な
く
、
漢
詩
を
嗜
む
教
養
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
和
歌
集
書
写
の
主
と
し
て
は
相
応
し
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
憲
賢
が
生
を
受
け
た
上
杉
氏
は
、
藤
原
姓
勧
修
寺
流
の
一
族
で
、
鎌
倉
時
代
に
後
嵯
峨
院
の
皇
子
宗
尊
親
王
が
将
軍
と
な
っ
て
鎌
倉
に
下
向
し
た
際
に
付
き
従
っ
た
重
房
を
祖
と
し
、
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
母
が
同
氏
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
室
町
幕
府
で
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
鎌
倉
公
方
の
執
事
、
次
い
で
関
東
管
領
の
職
を
世
襲
し
た
家
柄
で
あ
り
、
足
利
学
校
を
再
興
し
た
上
杉
憲
実
（
一
四
一
〇
〜
一
四
六
六
）
を
例
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
出
自
の
誇
り
と
し
て
も
学
問
文
芸
を
尊
重
す
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
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　憲
賢
は
上
杉
氏
の
宗
家
的
な
立
場
に
あ
っ
た
、
尊
氏
の
従
兄
弟
憲
顕
を
祖
と
す
る
山
内
上
杉
氏
の
分
家
の
深
谷
上
杉
氏
の
人
で
あ
る
。
深
谷
上
杉
氏
は
、
憲
顕
息
の
憲
英
が
武
蔵
国
庁
鼻
和
に
城
を
構
え
た
こ
と
か
ら
庁
鼻
和
上
杉
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
憲
英
の
曾
孫
房
憲
が
深
谷
城
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
り
そ
う
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
憲
賢
は
憲
英
の
五
代
の
孫
に
あ
た
る
。
　
憲
賢
の
武
将
と
し
て
の
最
大
の
事
件
は
、
辞
典
に
も
見
え
た
よ
う
に
、
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
後
北
条
氏
の
軍
門
に
降
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
武
蔵
国
は
川
越
城
を
拠
点
と
す
る
扇
谷
上
杉
氏
の
勢
力
も
強
く
、
群
雄
が
割
拠
し
て
勢
力
争
い
の
絶
え
な
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
の
武
蔵
侵
攻
に
よ
っ
て
形
勢
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
扇
谷
上
杉
氏
の
居
城
川
越
城
が
北
条
氏
に
奪
わ
れ
て
武
蔵
国
進
出
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
敵
対
し
て
い
た
山
内
上
杉
氏
の
憲
政
と
扇
谷
上
杉
の
朝
定
に
、
第
四
代
古
河
公
方
足
利
晴
氏
ま
で
も
が
加
わ
り
、
天
文
十
四
年
に
団
結
し
て
反
撃
を
行
っ
て
川
越
城
奪
還
に
成
功
し
た
の
だ
が
、
翌
年
に
北
条
氏
康
軍
の
奇
襲
に
よ
り
大
敗
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
戦
い
を
世
に
「
川
越
夜
戦
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
敗
戦
に
よ
り
扇
谷
上
杉
の
朝
定
は
死
亡
し
て
同
家
は
断
絶
、
憲
政
も
居
城
上
野
国
平
井
城
に
逃
れ
え
た
も
の
の
、
武
蔵
に
お
け
る
勢
力
を
急
速
に
失
い
、
そ
の
後
も
敗
戦
続
き
と
な
り
、
同
二
十
一
年
に
は
平
井
城
ま
で
北
条
氏
に
攻
め
落
と
さ
れ
、
越
後
の
長
尾
景
虎
（
後
の
上
杉
謙
信
）
の
元
に
逃
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
及
ん
で
一
貫
し
て
宗
家
を
支
え
続
け
て
き
た
深
谷
上
杉
氏
も
や
む
を
得
ず
北
条
氏
に
降
伏
し
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
そ
の
臣
下
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た 
（
４
）
。
や
や
落
ち
着
い
た
生
活
の
中
で
書
写
で
き
た
の
は
『
後

集
』
の
み
で
あ
り
、『
千
載
集
』
以
降
は
上
杉
氏
の
衰
勢
の
最
中
で
の
書
写
で
あ
り
、
最
後
の
『
古
今
集
』
の
み
は
北
条
氏
の
家
臣
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
こ
の
人
生
上
の
劇
的
な
変
化
と
、『
古
今
集
』
の
造
本
の
違
い
が
連
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
自
然
な
発
想
で
あ
ろ
う
。
居
心
地
の
悪
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
北
条
氏
の
傘
下
に
あ
っ
て
状
勢
は
安
定
し
、
経
済
的
に
も
余
裕
が
で
き
た
こ
と
が
、
両
面
書
写
が
可
能
な
上
質
紙
を
必
要
と
す
る
、
公
家
文
化
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
綴
葉
装
で
の
『
古
今
集
』
書
写
に

が
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
な
に
よ
り
も
そ
の
変
化
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
の
が
、
奥
書
の
署
名
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
袋
綴
写
本
で
「
釈
雲
岑
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、『
古
今
集
』
で
は
「
雲
岑
軒
早
雪
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
曹
洞
宗
の
出
家
者
と
し
て
の
法
名
は
「
雲
岑
静
賢
」
で
あ
り
、「
早
雪
」
の
号
の
由
来
や
何
時
か
ら
使
用
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
名
に
後
北
条
氏
の
祖
で
あ
る
「
早
雲
」
を
連
想
し
て
し
ま
う
の
も
、
単
な
る
思
い
込
み
と
片
付
け
が
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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　雲
岑
の
素
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
上
で
、
そ
の
写
本
を
眺
め
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
能
筆
ぶ
り
で
あ
る
。
ど
の
集
も
武
家
よ
り
も
公
家
を
思
わ
せ
る
端
正
な
筆
で
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
筆
跡
を
見
る
だ
け
で
も
そ
の
教
養
の
高
さ
が
窺
わ
れ
よ
う
。
更
に
注
意
し
て
観
察
す
る
と
、
そ
の
手
は
室
町
中
期
の
公
家
歌
人
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
親
（
一
四
一
七
〜
一
四
九
〇
）・
雅
俊
（
一
四
三
六
〜
一
五
〇
九
）
父
子
あ
た
り
の
書
風
に
や
や
似
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
雅
俊
息
雅
綱
（
一
四
八
九
〜
一
五
六
三
）
や
そ
の
息
雅
春
（
一
五
二
〇
〜
一
五
九
四
）
と
い
っ
た
同
家
の
同
時
代
の
当
主
達
よ
り
も
共
通
性
が
高
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
歌
道
と
鞠
道
の
師
範
家
で
あ
っ
た
公
家
の
飛
鳥
井
家
が
、
地
方
武
士
と
結
ん
だ
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 
室
町
前
期
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
一
、
改
訂
新
版
一
九
八
四
）
と
『
同 
室
町
後
期
』
や
、
山
本
啓
介
氏
「
中
世
に
お
け
る
和
歌
と
蹴
鞠
―
伝
授
書
と
作
法
―
」（『
中
世
文
学
』
五
六
、
平
成
二
三
年
六
月
）
等
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
よ
う
な
雲
岑
の
筆
跡
が
飛
鳥
井
流
を
匂
わ
せ
る
こ
と
は
、
蹴
鞠
や
和
歌
に
お
い
て
同
家
の
門
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
様
な
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
和
歌
を
学
ぶ
基
本
書
と
も
言
え
る
八
代
集
を
容
易
に
書
写
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
い
さ
さ
か
不
思
議
で
も
あ
り
、
直
接
的
な
関
係
で
は
な
く
、
雅
親
・
雅
俊
あ
た
り
の
筆
跡
を
手
本
と
し
て
、
あ
る
い
は
猪
苗
代
兼
載
等
の
そ
の
門
流
の
人
物
を
師
と
し
て
、
入
木
道
も
学
ん
だ
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
よ
り
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
根
拠
の
無
い
憶
測
を
重
ね
る
の
は
慎
み
た
い
が
、
と
も
か
く
も
こ
の
雲
岑
筆
の
六
集
は
、
書
写
者
の
素
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
室
町
後
期
の
関
東
に
お
け
る
八
代
集
の
流
布
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
事
例
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
あ
る
。
　
書
誌
学
的
に
も
、『
古
今
集
』
を
除
い
た
五
集
が
袋
綴
で
あ
る
こ
と
は
、
武
士
と
袋
綴
の
近
し
い
関
係
を
示
す
事
例
と
言
え
よ
う
。
ま
た
そ
れ
が
六
目
綴
じ
で
あ
る
こ
と
が
、
関
東
に
お
け
る
流
行
で
あ
っ
た
の
か
、
雲
岑
の
好
み
で
あ
っ
た
の
か
、
些
細
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
室
町
期
の
袋
綴
本
の
造
本
を
考
え
る
上
で
も
注
目
で
き
る
資
料
な
の
で
あ
る
。
六　
雲
岑
筆
八
代
集
の
位
置
付
け
　
以
上
室
町
後
期
と
い
う
よ
り
も
戦
国
時
代
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
時
代
の
、
関
東
に
お
け
る
八
代
集
の
書
写
活
動
の
実
態
を
伝
え
る
雲
岑
筆
本
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
て
き
た
が
、
単
に
珍
し
い
と
か
特
殊
な
事
例
で
あ
る
と
片
付
け
た
の
で
は
、
和
歌
史
研
究
上
も
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
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必
要
十
分
な
検
討
を
行
う
だ
け
の
準
備
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
そ
の
活
動
に
つ
い
て
和
歌
史
上
に
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。
　
室
町
期
の
関
東
に
お
け
る
和
歌
活
動
に
つ
い
て
も
、
井
上
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
両
編
に
詳
細
で
あ
り
、
武
蔵
の
太
田
道
灌
（
一
四
三
二
〜
一
四
八
六
） 
（
５
）
、
下
野
の
下
冷
泉
持
為
門
弟
で
あ
っ
た
木
戸
孝
範
（
一
四
三
四
〜
一
五
〇
二
以
降
）
等
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
が
、
歌
集
の
書
写
と
い
う
点
で
は
三
浦
義
同
（
法
名
道
寸
、
一
四
五
一
？
〜
一
五
一
六
）
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
は
扇
谷
上
杉
氏
か
ら
三
浦
氏
の
養
子
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
北
条
早
雲
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、「
東
常
縁
自
筆
本
」
を
書
写
し
た
『
古
今
集
』
が
現
存
し 
（
６
）
、『
拾
遺
和
歌
集
』・『
顕
季
集
』・『
温
故
抄
』
等
を
書
写
し
た
可
能
性
も
極
め
て
高
い 
（
７
）
他
、
道
寸
筆
と
さ
れ
る
古
筆
切
も
数
多
く
伝
存
し
、
中
に
は
真
筆
と
判
断
で
き
そ
う
な
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
　
上
杉
氏
の
血
を
引
く
こ
と
を
含
め
て
道
寸
は
雲
岑
の
先
達
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
雲
岑
に
は
詠
作
活
動
が
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
、
道
灌
・
孝
範
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
と
位
置
付
け
る
の
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
丁
寧
に
八
代
集
を
書
写
し
て
、
書
写
奥
書
を
は
っ
き
り
と
記
す
よ
う
な
人
物
が
、
詠
歌
に
興
味
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
短
冊
や
詠
草
等
の
探
索
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
自
筆
資
料
が
他
に
見
つ
か
れ
ば
歌
道
や
入
木
道
の
師
も
明
確
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
八
代
集
の
揃
本
は
江
戸
時
代
に
数
多
く
制
作
さ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
筆
書
写
の
可
能
性
の
高
い
古
写
本
と
な
る
と
、
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
思
い
つ
く
も
の
で
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
イ
ド
旧
蔵
の
里
帰
り
本
で
、
現
在
は
分
蔵
さ
れ
て
い
る 
（
８
）
、
覚
阿
と
い
う
僧
侶
が
永
正
十
五
年
（
一
五
一
五
）
頃
に
写
し
た
小
ぶ
り
な
枡
形
本
の
八
代
集
が
あ
る
。
ま
た
道
寸
も
八
代
集
や
二
十
一
代
集
を
書
写
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
古
筆
切
を
含
め
た
総
合
的
な
検
討
が
待
た
れ
る
。
　
書
写
年
次
が
明
ら
か
な
二
十
一
代
集
の
揃
本
と
し
て
最
古
写
と
さ
れ
る
の
が
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
か
ら
同
二
十
四
年
に
か
け
て
、
公
家
の
吉
田
兼
右
が
書
写
し
た
（
風
雅
集
だ
け
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
写
）
書
陵
部
蔵
の
所
謂
「
兼
右
本
二
十
一
代
集
」
で
あ
る
。
雲
岑
筆
本
も
八
代
集
全
て
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、
年
代
的
に
も
「
兼
右
本
」
の
八
代
集
に
は
匹
敵
で
き
る
伝
本
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
そ
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
簡
略
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
古
今
集
』『
後

集
』
は
各
々
定
家
本
中
最
も
流
布
し
た
貞
応
二
年
本
と
天
福
二
年
本
の
系
統
で
あ
る
。
後

集
天
福
二
年
本
は
為
相
へ
相
伝
す
る
旨
の
融
覚
（
為
家
）
奥
書
の
有
無
に
よ
り
、
冷
泉
家
本
と
二
条
家
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本
に
分
か
れ
る
が
、
雲
岑
筆
本
は
二
条
家
本
に
属
し
、
部
分
的
な
が
ら
為
世
の
本
奥
書
を
有
す
る
点
で
珍
し
い
伝
本
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』
は
本
奥
書
が
無
く
、
本
文
も
定
家
本
で
は
な
い
。
定
家
本
と
の
異
同
も
多
く
、
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。『
後
拾
遺
集
』
も
本
奥
書
が
無
い
が
、
詳
細
な
勘
物
を
有
す
る
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る 
（
９
）
。『
金
葉
集
』
は
平
澤
分
類
に
拠
る
と
二
度
本
精

本
系
二
類
に
属
す
る
伝
本
で
、
多
様
な
本
奥
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
何
度
も
「
写
本
云
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
校
合
本
の
奥
書
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
異
本
注
記
と
の
対
応
関
係
が
注
意
さ
れ
る
。
雲
岑
筆
本
は
異
本
注
記
が
あ
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
資
料
価
値
が
高
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
　
も
っ
と
も
、
平
澤
が
「
本
書
の
誤
写
は
尠
く
な
く
、
詞
書
・
作
者
名
を
欠
落
す
る
の
を
は
じ
め
、
特
に
作
者
名
の
誤
記
が
著
し
い
」 
（
１ ０
） 
と
指
摘
し
た
傾
向
は
、『
後

集
』
本
奥
書
に
明
ら
か
な
誤
写
が
存
す
る
よ
う
に
、『
金
葉
集
』
に
限
っ
た
も
の
で
な
い
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
が
親
本
段
階
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
雲
岑
の
和
歌
理
解
の
能
力
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
　
何
れ
の
集
も
善
本
が
複
数
あ
る
歌
集
ば
か
り
で
あ
り
、
雲
岑
筆
本
の
本
文
が
そ
の
代
表
た
り
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
豊
富
な
本
奥
書
に
よ
る
各
集
の
伝
本
の
流
布
状
況
や
、
戦
国
時
代
の
関
東
に
伝
わ
っ
て
い
た
本
文
の
系
統
と
そ
の
質
な
ど
を
検
討
す
る
好
材
料
と
な
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
あ
り
ふ
れ
た
「
貞
応
本
古
今
集
」
の
一
伝
本
に
存
す
る
奥
書
か
ら
出
発
し
た
考
察
は
、
戦
国
時
代
の
武
蔵
国
武
将
の
八
代
集
書
写
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
古
典
作
品
の
現
代
へ
の
継
承
は
、
有
名
無
名
の
多
く
の
人
物
の
地
道
な
書
写
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
著
名
な
人
物
の
書
写
に
な
る
善
本
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
地
方
の
無
名
な
人
物
の
書
写
活
動
を
本
文
研
究
に
価
値
が
無
い
と
切
り
捨
て
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
素
性
の
確
か
な
善
本
が
伝
わ
ら
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
地
方
で
書
写
さ
れ
た
伝
本
を
対
象
と
し
て
研
究
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
そ
の
本
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
か
を
教
え
て
く
れ
る
格
好
の
比
較
材
料
に
も
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
長
門
で
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
「
大
島
本
源
氏
物
語
」
な
ど
は
ま
さ
し
く
そ
う
し
た
事
例
の
典
型
で
あ
ろ
う 
（
１ １
）
。
そ
の
よ
う
な
価
値
を
改
め
て
認
識
す
る
と
き
、
書
写
者
の
素
性
や
書
写
の
年
や
場
所
が
明
ら
か
で
あ
る
雲
岑
筆
本
の
有
す
る
重
要
性
は
よ
り
明
確
と
な
る
の
で
あ
る
。
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　雲
岑
筆
本
は
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
書
誌
学
的
に
も
好
資
料
で
も
あ
る
し
、「
八
代
集
」
の
形
成
を
具
体
的
に
示
す
事
例
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。
ま
た
地
方
史
研
究
に
お
け
る
価
値
の
高
さ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
今
後
は
深
谷
上
杉
氏
の
文
芸
的
活
動
を
考
察
す
る
重
要
な
素
材
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
面
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
雲
岑
筆
写
本
の
研
究
的
な
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
本
文
の
特
徴
の
総
合
的
な
検
討
と
、
憲
賢
（
雲
岑
）
の
文
芸
活
動
の
究
明
が
必
要
に
な
る
が
、
も
は
や
そ
の
余
力
が
無
い
。
そ
れ
ら
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
確
認
し
て
こ
の
蕪
雑
な
稿
を
閉
じ
た
い
。
　
最
後
に
お
願
い
を
。
ど
な
た
か
憲
賢
（
雲
岑
）
の
詠
作
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
是
非
ご
教
示
下
さ
い
。
注 
（
１
）　『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
）
の
片
桐
洋
一
氏
解
題
に
拠
る
。
（
２
）　
貞
応
・
嘉
禄
両
本
の
多
さ
と
、
他
の
奥
書
が
珍
し
い
こ
と
は
、
浅
田
徹
氏
他
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
古
今
和
歌
集
奥
書
集
成
（
一
〜
三
）」『
調
査
研
究
報
告
』
二
〇
〜
二
二
、
一
九
九
九
・
六
、
二
〇
〇
〇
・
九
、
二
〇
〇
一
・
一
一
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
（
３
）　
小
松
茂
美
『
後

和
歌
集 
校
本
と
研
究
』（
誠
信
書
房
、
一
九
六
一
）
を
参
照
し
た
。
（
４
）　
深
谷
上
杉
顕
彰
会
編
『
深
谷
上
杉
顕
彰
会
二
十
年
の
歩
み
』（
二
〇
〇
一
）
を
参
照
し
た
。
（
５
）　
小
川
剛
生
氏
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か 
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
（
６
）　『
弘
文
荘
名
家
真
蹟
図
録
』（
一
九
七
二
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
（
７
）　
川
上
新
一
郎
氏
「
六
条
藤
家
関
係
歌
学
書
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』

古
書
院
、
一
九
九
九
）
を
参
照
し
た
。
（
８
）　
慶
應
義
塾
図
書
館
に
『
詞
花
和
歌
集
』（
一
三
二
Ｘ
・
一
一
五
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）　
上
野
理
『
後
拾
遺
集
前
後
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
）
を
参
照
。
猶
こ
の
本
に
も
図
版
が
あ
る
。
（　
）　
た
と
え
ば
『
金
葉
集
』
巻
二
巻
頭
九
四
番
歌
の
作
者
「
源
師
賢
朝
１０
臣
」
に
「
律
師
賢
朝
イ
」
と
異
本
注
記
が
あ
る
が
、
勅

歌
人
に
「
賢
朝
」
は
お
ら
ず
多
分
に
怪
し
い
注
記
な
の
で
あ
る
。
（　
）　
同
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
大
島
本
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
書
誌
１１
学
的
考
察
」（『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
【
補
記
】　
本
稿
は
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日
に
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
、
第
四
回
日
韓
古
典
籍
研
究
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
発
表
（
日
本
語
で
行
い
、
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
金
時
徳
氏
に
通
訳
し
て
い
た
だ
い
た
）
を
元
に
、
大
幅
な
増
補
改
訂
を
行
っ
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
・
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
担
当
者
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
松
野
陽
一
・
大
高
洋
司
両
先
生
に
は
対
象
資
料
に
接
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
に
は
重
ね
41 室町期東国武士が書写した八代集――韓国国立中央図書館蔵・雲岑筆『古今和歌集』をめぐって――
て
図
版
の
掲
載
も
ご
許
可
い
た
だ
き
、
成
城
国
文
学
会
に
は
拙
稿
掲
載
の
場
を
お
与
え
い
た
だ
い
た
。
関
係
の
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
　
猶
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
の
古
今
・
拾
遺
両
集
に
つ
い
て
は
、
http://w
w
w
.dibrary.net/
        
 
 
              
の
ペ
ー
ジ
で
画
像
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
http://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/bu
                                    lletin7-1-2.php
                
 
（
さ
さ
き
・
た
か
ひ
ろ　
成
城
大
学
非
常
勤
講
師
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
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